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従来技術とその問題点

Materials Informatics (MI):
材料科学へのデータ科学（機械学習）の応用

1. 機械学習には通常、大規模データが必要
2. 実験データの大規模データが入手できない
3. 計算データや自動実験データに頼る必要

現場の材料開発実験の経験や勘を学習できない
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新技術の特徴・従来技術との比較

•論文中のグラフの実験データを
丸ごとデータベース化

•材料科学の実験データを
試料情報とともに効率的に収録

•全ユーザーのデータを
オープンデータベースとして共有

（収集後一定期間はデータを非公開とすることも可能）
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新技術の特徴・従来技術との比較

•論文中のグラフの実験データを
丸ごとデータベース化

過去に行われた実験の論文の
全てに目を通すことは不可能

共同研究費で雇用した専属データ収集者が
グラフ画像から実験データを丸ごと抽出して
対象分野の大規模実験値データベースを構築
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新技術の特徴・従来技術との比較

•論文中のグラフの実験データを
丸ごとデータベース化

熱電材料
8,939 papers

37,394 figures
51,196 samples
1145,454 curves

磁石材料
1,217 papers
9,031figures

10,914 samples
11,131 curves

固体物性
794 papers

1856 figures
4,148 samples
6,572 curves

電池材料
1,217 papers
9,031 figures

8,818 samples
20,738 curves

準結晶関連
193 papers
532 figures

972 samples
1,654 curves

低熱伝導率材料
270 papers
830 figures

1,615 samples
3,486 curves

高熱伝導率材料
340 papers
694 figures

1,697 samples
2,562 curves

公開データ
12,611 papers
51,215 figures

75,660 samples
182,929 curves
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新技術の特徴・従来技術との比較

•材料科学の実験データを
試料情報とともに効率的に収録

熱電材料試料の分類方法

AIにより
収集が加速
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新技術の特徴・従来技術との比較
•全ユーザーのデータを
オープンデータベースとして共有

大学

研究機関 高専 企業

一般

Starrydata

自分の研究に関係する論文データを集めると、
それが他のユーザーにも共有される仕組み
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想定される用途

•マウスを乗せると情報が出る
目標物性の散布図

•過去に合成された試料の化学組成の
分布とそれらの物性値の分布

•機械学習による目標物性の予測
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想定される用途

•マウスを乗せると情報が出る
目標物性の散布図
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想定される用途

•過去に合成された試料の化学組成の
分布とそれらの物性値の分布

Bi2Te3Mg2Si PbTe

Bi2Te3

Sb2Te3

Sb2Se3

Bi2Se3

Mg2Si
Mg2Sn

Mg2Ge

Mg2Si0.4Sn0.6

Sb1.5Bi0.5Te3
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想定される用途

•機械学習による目標物性の予測

Input Output

職人の勘の
ような形で
それらしい
特性を予測

↓
候補物質の
選別に利用

Starrydataの大規模実験データ

Input Output

モデル モデル

機械学習 予測

特性を予測したい候補物質リスト
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想定される用途

•機械学習による目標物性の予測

論文からの
実験データ

(公知データ)
独自の機械学習
プログラム

社内に眠る実験データ
（非公開データ）

①教師データとして開発

同一フォーマットで
実験データを整理

予測

自社だけが予測
できる独自材料

Starrydataチームが収集
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実用化に向けた課題

•データ収集者らの人件費が足りない
•材料開発における数値目標の達成を
実施前から約束できるわけではない

•新しい開発スタイルの導入という
目的に投資してくれる企業が少ない
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企業への期待

• MIを導入したい材料分野の開発部と
NIMSとの共同研究契約の締結

•当該分野の知識の豊富な社員様と、
プログラミングのできる社員様のご協力

•データ収集者（および開発者）の人件費
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企業への貢献、PRポイント

• グラフを丸ごと収集して、成長を続けている
世界的に競合の現れていないデータベース

• 多様なMIに使える大規模・高品質・高情報
量の実験データを管理できるWebシステム

• 熱意を持って専属データ収集者が研究動向調
査と収集作業に取り組めるチームの支援体制

• 実験データMIのアイディアや進め方の提案
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本技術に関する知的財産権

Starrydata webシステム
https://www.starrydata2.org

特許は未出願だが、論文データ収集に
最適化されたユーザーインターフェイスを
実現し、そのソースコードを秘匿する形で
知的財産権を独占している。
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産学連携の経歴
• 2018年-2020年 企業寄付金（自動車メーカーA）
• 2019年-2020年 企業連合研究費

（自動車用内燃機関技術研究組合(AICE) プロジェクト研究）
• 2019年-2020年 企業共同研究（材料メーカーB）
• 2021年-2023年 企業共同研究（材料メーカーC）
• 2022年-2024年 企業共同研究（材料メーカーD）
• 2022年-2024年 企業共同研究（材料メーカーD）
• 2022年 企業技術指導（材料メーカーE）
• 2023年 企業共同研究（電子部品メーカーF）
• 2024年 企業系財団寄付金（大倉和親記念財団）
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お問い合わせ先

国立研究開発法人物質・材料研究機構

外部連携部門 企業連携室

企業様向け総合窓口HP（スマホ対応）

https://technology-transfer.nims.go.jp/
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